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エクセディの概要

連結 14,463人

単独 3,726人（2012年3月31日現在）

従 業 員 数

設立からの連結売上推移

(億円)
1,115億円（2011年度）

売 上 高 連結 2,019億円

単独

エクセディの概要

2012

2100

(計画)
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ＡＴ事業製品

ＡＴ その他2011年度 連結売上

スタートアップ
トルクコンバータ（開発品）

湿式クラッチディスク クラッチアッシー

超扁平トルクコンバータ ロックアップダンパー

1,207億円 （60％）
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ＭＴ事業製品

クラッチディスク

カーボンクラッチ

２マスフライホイール

クラッチカバー

ＭＴ その他2011年度 連結売上

577億円 （29％）
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建機、産機、２輪、他事業製品

フォークリフト用
トランスミッション

油圧クラッチ油圧クラッチ

トルクコンバータトルクコンバータ

２輪車用クラッチ

建設機械・産業車両用製品

その他2011年度 連結売上

233億円 （11％）



2013.01.16 CSR･安全環境管理部 6

ＡＴ

ＭＴ

(連結)

主力製品の生産実績（2011年度）

日本：5.7 百万台

世界：8.0 百万台

トルクコンバータ

クラッチディスク
& クラッチカバー

日本： 4.5 百万セット

世界：10.2 百万セット
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生産拠点 11カ所 営業拠点 10カ所

国内拠点

ダイナックス苫小牧工場

川越工場

東京

中部

(埼玉)

(愛知)

静岡

埼玉

浜松(静岡)

エクセディ京都

エクセディ精密(岡山)

(京都)

上野事業所(三重)

広島

エクセディ広島(広島)

ダイナックス千歳工場

エクセディ鋳造

(京都)

本 社(大阪)

エクセディ電設(大阪)

エクセディ太陽

ニッポンリターダシステム

(大阪)

(大阪)

クロイドン(福島)

宇都宮事務所(栃木)

(兵庫県)
エクセディSB兵庫
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インドネシア

中国

インド

アメリカ

オーストラリア

イギリス

アラブ首長国連邦

マレーシア

ハンガリー

タイ

ベトナム

日本
ヨルダン

ケニア

ニュージーランド

サウジアラビア

ロシア

メキシコ

生産・販売拠点

世界19ヶ国 38社（国内13社、海外25社）

事業会社数

パナマ
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電子マニフェスト導入背景①

①労務工数（費）の低減

業務区分 起票
交付

(受渡し)
照合

(B2､D､E票)
保管 小計

2009年時点
(導入前所要時間)

3 2 6 2 13

2011年時点
(導入後所要時間)

2 2 1 0 5

▲８分/枚

2009年度発行枚数実績＝853枚

853枚×8分＝6,824分(約114時間)/年
労務工数削減が見込める

(分)

１枚当たりにかかる低減工数：
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電子マニフェスト導入背景②

①各拠点毎の交付状況報告書の報告義務免除

→約480分（8時間）/年間の労務工数削減

②紙マニフェストの保管（5年間）場所→不要

③終了報告（運搬・処理・最終処分）の未処理警報での通告

→照合業務での工数削減はこの機能による効果が大きい

④権限付与者（力量を認めた者）のみによる運用

メリット
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紙→電子 移行までのプロセス①

処理事業者収集運搬事業者排出事業者

メリットを得るために・・・

全事業者 電子マニフェスト加入（使用）が絶対条件

取引継続 弊社導入と同時に加入 →１社
現状見加入だが将来的に導入検討 →９社

委託切替 導入見送り・将来的にも導入拒否 →１社

導入検討当時 未加入事業者（全３９社中）
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紙→電子 移行までのプロセス②

自社内での習熟度向上

対策②：権限付与者にシミュレーターを使用した
社内勉強会を実施（30分/回）

→体感教育を通し､移行時の混乱回避

対策①：各工場（部門）正・副管理担当者を
任命し、権限付与を実施

→無許可者による不正交付・誤使用
の未然防止対策

対策③：移行・運用開始時の事業所管理責任者
による指導・監督を実施

混乱のない
スムーズな
移行を完遂
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電子マニフェスト（ASP）運用開始

発行枚数多量事業所（本社・上野）
ＡＳＰサービスにて運用開始

2012年度よりエクセディグループ内
マニフェスト多量発行会社へ展開

→グループ統一集計を目指す

発行枚数多量事業所（本社・上野）
ＡＳＰサービスにて運用開始

2012年度よりエクセディグループ内
マニフェスト多量発行会社へ展開

→グループ統一集計を目指す

2010年11月～本運用開始

処理事業者収集運搬事業者排出事業者

廃棄物情報 ﾏﾆﾌｪｽﾄ情報
運搬情報

ﾏﾆﾌｪｽﾄ情報
処分情報

ﾏﾆﾌｪｽﾄ情報

ＪＷＮＥＴ

ﾏﾆﾌｪｽﾄ情報
ﾏﾆﾌｪｽﾄ情報

GENESYS ECO(ASP)
・電子マニフェスト発行（交付）
・処分進捗状況確認
・管理資料作成等
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費用に反映されない導入効果①

誤字・脱字、日付等の誤記入などの記入ミスがなくなった

日付

物量
（重量）

排出部門
（工場名）

ヒューマンエラーの防止
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費用に反映されない導入効果②

紛失の不安がなく、マニフェスト進捗（遅滞）状況確認が容易
※法令順守の徹底、データ改ざん防止に寄与

法令順守・改ざん防止
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導入後検証（今後の課題）

長期休暇と３日ルール

登録期限・・・引渡し日含まず、3日以内の登録
（※土日祝に関わらず適用）
→長期休暇時（ＧＷ・お盆・正月など）に生産設備などの

メンテナンス・入れ替えが集中する。（廃棄物の発生）

※権限付与者が不在であれば、未登録になる恐れ有り

長期休暇前に各部門へ聞き取り（物量・引渡し日）
→ 休暇中の出勤者に一括登録をさせる

※「突発時に対応できない」課題が残っている

当社の防止策
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ご参考：弊社の廃棄物削減活動①

耐火レンガ

酸化アルミナは、耐熱・耐衝撃性に
優れた原料となっています。

アランダム
（酸化アルミナ）

サンドブラスト：金属表面の
研磨加工工程で発生

以前は再使用や原料化の
用途がなく埋立て処理へ

月間
約30ﾄﾝ

発生

改善後

改善前

集積・成型後に出荷
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ご参考：弊社の廃棄物削減活動②

ポリ容器 ＰＰバンド

従来有価売却品目

キャップ類

アクリル

ビニール紐

ストレッチ
フィルム等

ダンプラ

プラケース類

分別精度向上による追加有価売却品目

固形燃料（ＲＰＦ）化・
サーマルリサイクルを

減少させ

マテリアルリサイクルへ
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ご清聴ありがとうございました。


